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夜間・休日緊急（転送されます）
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令和元年度第４３号（１月）発行
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北部家畜保健衛生所 Tel.0478-54-1291   Fax.0478-54-5996
豚の様子がおかしいな、と思ったらすぐにご連絡ください！！

夜間・休日は転送されます、必ず5回以上コールしてください

【 概 要 】
○国内５２例目
発生農場 沖縄県うるま市 飼養状況 ３９３頭
１月６日 農場から飼養豚が死亡しているとの報告を受け、家畜防疫員が

立入検査を実施した結果、CSFの疑いが生じた。
１月８日 農研機構動物衛生研究部門にて遺伝子解析を実施したところ、

ＣＳＦの患畜であると判明した。
※当該農場と飼養管理者が同一である農場（同県うるま市）の飼養豚も

CSFの疑似患畜とし、防疫措置を実施予定（防疫措置対象：８２５頭
（１戸２農場））。

○国内５３例目
発生農場 沖縄県うるま市 飼養状況 ９２１頭
１月７日 国内５２例目の発生農場に隣接する農場に家畜防疫員が立入。
１月８日 家畜保健衛生所による精密検査を実施したところ、

ＣＳＦの疑似患畜であると判明した。

沖縄県でＣＳＦの患畜、疑似患畜を確認
（国内５２、５３例目）

・車両消毒の徹底、交差汚染の防止 ・専用衣服・靴の着用
・農場・畜舎へ入る際の手指の消毒 ・畜舎・器具のこまめな清掃、消毒
・野生動物との接触防止
★農場周囲の除草、こぼれ餌の掃除をこまめに行う。
★ネズミ、昆虫の駆除
★豚舎外壁の補修、防鳥ネットの設置等侵入防止対策の実施

・毎日の健康観察と早期発見・早期通報

疾病侵入防止のため、飼養衛生管理の再確認、再徹底を！


